
昭和耳4年6月10日（毎月10日発行）

　人口の動き

一6月1日現在一
男5．952（十2）

女5．996（一24）

計！1．848←22）

世帯数2．596（十12）

（）内は前月との比較

（髪雪犠養器昌）
第129号

印刷／白南風社発行／川西町役場　編集／企画室　定価／1部5円

　　　　　　　　　　　　　　小学校連合体育大会から
　5日、上野小学校。ラジ：オ体操で始まった大会の参加者は56年生の総勢460人、男子100
メートルのあと、女子のメデシングボールと進んだころから小雨がパラついて、とうとう午後の部
は甲止になってしまいました。

囹
行
　
　
　
事

　
六
月

十
日
　
消
防
幹
部
会
、
同
じ
日
、
第
一

　
分
団
第
三
部
で
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

　
の
入
魂
式
を
行
な
う
。

十
一
日
　
県
営
か
ん
排
事
業
説
明
会
を

　
役
場
で
ひ
ら
く
。
（
一
時
か
ら
）

十
六
日
　
成
人
式
の
打
ち
合
わ
せ
会
を

　
ひ
ら
く
、
一
時
、
役
場
の
予
定
。

十
七
日
　
町
議
会
六
月
定
例
会
を
招
集

欺　
　
　
　
　
　
　
史
上
最
高
の
豊
作

××
　
　
　
　
　
　
を
も
た
ら
し
た
昨
年

×××
　
　
　
　
　
　
の
天
候
と
は
対
照
的

××
　
　
　
　
　
　
に
、
こ
と
し
の
気
象

×××
　
　
　
　
　
　
は
ま
こ
と
に
気
ま
ぐ

××
　
　
　
　
　
　
れ
で
警
戒
型
で
あ
る

××　
　
　
　
　
　
　
一
月
早
々
の
ド
カ
雪

×××　
　
　
　
　
　
　
の
あ
と
例
年
最
も
大

××
　
　
　
　
　
　
雪
と
な
る
は
ず
の
二

×　　

欺
月
は
逆
に
八
十
年
釆
の
暖
冬
と
な
っ

潮
た
。
こ
の
分
で
は
雪
ど
け
は
早
い
と

　

継
思
っ
た
と
こ
ろ
予
想
に
反
し
て
三
月

欺
は
ま
た
寒
波
の
来
襲
、
四
月
は
暖
気

　

欺
と
寒
気
が
交
互
に
や
っ
て
く
る
と
い

欺
っ
た
状
況
で
、
四
月
十
七
日
に
こ
れ

　

欺
も
数
十
年
ぶ
り
と
い
う
最
後
の
降
雪

継
に
見
舞
わ
れ
た
。
五
月
の
は
じ
め
は

　

潮
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
つ
づ
い
た
か

継
と
思
う
と
そ
の
あ
と
は
異
常
な
低
温

　

継
と
な
り
、
下
旬
に
は
台
風
並
の
強
風

継
が
襲
っ
た
。
乙
の
荒
っ
ぽ
く
、
変
わ

　

潮
り
易
い
気
象
は
今
後
も
つ
づ
き
そ
う

罧
で
、
植
え
た
ば
か
り
の
稲
に
早
く
も

　

継
一
部
に
病
虫
害
が
発
生
し
て
い
る
と

継
い
う
。
集
甲
豪
雨
、
異
常
低
温
、
台

　

継
風
、
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
に
備
え
て
ア

欺
メ
に
も
負
け
ず
、
カ
ゼ
に
も
負
け
な

　

欺
い
作
物
の
管
理
に
万
全
を
期
し
た
い

麻
　
実
施
第
一
年
度
に
は
い
っ
た
仙
田
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す
る
。

十
九
日
　
午
前
九
時
か
ら
農
業
委
員
会

　
午
後
一
時
か
ら
社
会
教
育
委
員
会
議

　
（
と
も
に
役
場
で
ひ
ら
く
）

二
十
五
日
　
甲
学
校
球
技
大
会
、
二
十

　
九
日
、
郡
市
甲
学
校
体
操
大
会
、
い

　
ず
れ
も
会
場
は
川
西
甲
学
校
。

　
七
月

一
日
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

　
に
は
い
る
。
国
民
安
全
の
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
県
単
山
村
振
興
事
業
に
つ
い
て
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
五
月
二
日
に
県
豪
雪
地
域
振
興
欺

課
の
長
谷
川
課
長
補
佐
以
下
関
係
部
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
の
係
員
八
名
が
釆
町
、
計
画
の
内
欺

容
及
ぴ
現
地
の
審
査
を
行
な
っ
た
。
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
計
画
の
一
部
欺

を
手
直
し
の
上
提
出
し
、
六
月
に
は
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
て
最
終
的
に
認
可
さ
れ
た
。
こ
潮

と
し
は
、
藤
沢
の
町
道
改
修
と
小
白
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
の
ニ
シ
キ
ゴ
イ
越
冬
施
設
が
施
工
期

さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
朕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
年
度
事
業
の
重
点
項
目
の
一
つ
欺

で
あ
る
橘
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
に
っ
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
年
度
発
足
以
釆
建
設
位
置
欺

の
決
定
、
用
地
買
収
そ
の
他
に
つ
い
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
教
育
委
員
会
を
甲
心
に
準
備
が
進
継

め
ら
れ
て
い
た
が
、
五
月
二
十
七
日
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
負
入
札
が
行
な
わ
れ
、
東
京
渋
谷
潮

の
日
機
装
電
工
株
式
会
社
が
落
札
し
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
請
負
価
格
は
八
百
五
十
万
円
、
潮

県
下
で
も
珍
ら
し
い
鋼
板
プ
ー
ル
で
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
震
、
豪
雪
に
も
耐
え
る
設
計
と
な
欺

っ
て
い
る
。
工
事
完
了
は
七
月
十
日
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
予
定
．
　
　
　
　
　
　
欺

　
昨
年
制
定
を
見
た
町
章
が
い
ろ
い
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
町
罧

章
バ
ッ
チ
と
し
て
職
員
の
胸
に
つ
け
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
、
五
月
二
十
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
全
職
員
に
交
付
さ
れ
た
バ
M
）
欺
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町
議
選
の
投
票
日
八
月
十
日
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
選
挙
は
七
月
十
五
日
と
決
ま
る
　
　
㎜

　
五
日
に
開
催
し
た
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
こ
と
　
農
委
は
七
月
十
五
日
（
火
）
で
、
し
た
が
っ
て
、
町
　
　
　
㎜

し
が
改
選
の
町
議
会
議
員
と
農
業
委
員
の
選
挙
投
票
　
議
選
の
告
示
は
八
月
三
日
と
な
り
、
こ
の
日
立
候
補
　
　
　
㎜

日
が
決
定
し
ま
し
た
。
町
議
は
八
月
十
日
（
日
）
、
　
受
付
と
不
在
者
投
票
が
始
ま
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

割
引
証
は
不
要
に

　
身
障
者
の

　
　
　
バ
ス
割
引
乗
車

　
こ
れ
ま
で
身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん

が
バ
ス
割
引
乗
車
を
利
用
す
る
に
は
、

割
引
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
ほ
ど
越
後
交
通
株
式

会
社
の
好
意
で
、
越
後
交
通
の
バ
ス
に

限
つ
て
割
引
証
を
な
く
し
、
手
帳
の
提

示
だ
け
で
割
引
乗
車
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
割
引
乗
車
を
す
る
と
き
は
、
手
帳
の

写
真
の
は
っ
て
あ
る
部
分
を
提
示
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
購
入
し
て
あ
る
特
殊

乗
車
券
は
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
使
用
で
き
、
そ
れ
以
後
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

国
保
の
保
険
証

今
月
一
日
か
ら
新
し
く

　
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
あ
な
た
の
家
庭

に
は
も
う
新
し
い
の
が
届
い
た
で
し
よ

う
か
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で

使
っ
て
い
た
被
保
険
者
証
と
引
き
替
え

に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
。

　
学
生
の
か
た
な
ど
に
関
係
の
あ
る
、

遠
隔
地
保
険
者
証
も
同
時
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
直
接
役
場
ま
で

出
向
い
て
い
た
だ
い
て
、
新
旧
の
保
険

者
証
を
引
き
替
え
る
も
の
で
す
。

　
古
い
被
保
険
者
証
は
、
す
で
に
無
効

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
町
の
事
業
1

入
札
の
も
よ
う

　
　
　
　
①
は
施
工
か
所

　
　
　
（

　
　
　
　
②
は
請
負
業
者

　
　
　
　
③
は
請
負
金
額

Ω
平
見
線
改
修
　
①
坪
山
、
②
吉
楽

土
建
、
③
五
十
四
万
五
千
円
。
　
囚
M
山

手
線
改
修
①
高
原
田
、
②
吉
楽
土
建

③
百
＋
五
万
円
。
Ω
下
平
新
田
甲
央

罷鯉難露幽堅耀醜酪骸男禾募線
器蝿各霧灘鉱譲署鵡鰭円霊
忍戯。曽嘉◎莚曄議◎鷺惰験窮醤
工水山幽倉ニ　ニ害・）七旧十害設う・沢楽ラ・
務路工頭’千①＋復③災万　一復’災③川土ン②
所災務首②円高一旧三害四①万旧③害二改建ド羽
、害所工吉。倉万　十復千小九　二復十修、拡鳥
蔀露鞄毒騰1明編馳1陽①曾張嚢
辛①離踏墓嚥噂酬0璽鉾幹卑◎

八
万
円
。
　
幽
水
路
災
害
復
旧
　
①
小

根
岸
（
二
か
所
）
、
②
羽
鳥
建
設
、
③

二
十
万
八
千
円
と
百
五
十
五
万
円
。

　
公
民
舘
長
に

　
　
羽
鳥
校
長

　
　
社
教
委
員
等
の

　
　
顔
ぶ
れ

　
年
度
変
わ
り
の
異
動
の
関
係
で
、
公

民
舘
長
や
社
会
教
育
委
員
、
公
民
舘
運

営
審
議
会
委
員
が
一
部
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
異
動
後
の
こ
れ
ら
委
員
の
み
な

さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇
公
民
舘
長

中
央
、
羽
鳥
敬
一
（
川
西
甲
学
校
長
）

上
野
　
庭
野
　
基
（
上
野
小
学
校
長
）

橘
　
　
竹
内
富
雄
（
橘
　
甲
学
校
長
）

仙
田
　
坂
牧
秀
雄
（
仙
田
甲
学
校
長
）

長舘

こ
ん
な
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
十
日
町
税
務
署

響
源
泉
所
得
税
の

　
　
納
期
特
例
制
度

　
源
泉
所
得
税
は
、
納
め
る
税
金
が

あ
る
場
合
も
な
い
場
合
も
、
毎
月
、

支
給
人
員
・
支
給
額
・
支
給
年
月
日

等
を
、
徴
収
高
計
算
書
に
よ
っ
て
翌

月
十
日
ま
で
に
税
務
署
へ
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
常
時
使
用
人
等
が
十
人

未
満
の
場
合
は
、
特
例
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
年
二
回
の
納
税
と
申
告
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き

▽
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
支
給
分

　
　
・
：
七
月
十
日
ま
で
。

▽
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
支
給

　
分
：
：
翌
年
一
月
十
日
ま
で
。

　
専
従
者
給
与
に
対
す
る
源
泉
所
得

税
な
ど
は
、
こ
の
特
例
制
度
を
利
用

す
れ
ば
便
利
な
わ
け
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

翁
振
替
納
税
制
度

　
所
得
税
の
第
一
期
分
納
期
限
は
七

月
三
十
一
日
で
す
。

　
納
税
の
準
備
は
済
ん
だ
で
し
ょ
う

か
。
振
替
納
税
制
度
を
利
用
す
れ
ぱ

非
常
に
簡
便
で
す
。

　
す
で
に
振
替
納
税
を
さ
れ
て
い
る

　
　
　
タ

か
た
は
千
三
百
七
十
七
人
を
数
え
、

た
い
そ
う
便
利
だ
と
好
評
で
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
納
税
貯
蓄
組
合

金
融
機
関
、
ま
た
は
税
務
署
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

響
被
災
物
品
の
消
費

　
税
還
付

　
販
売
の
た
め
所
持
し
て
い
た
酒
類

砂
糖
類
、
第
一
種
物
品
を
除
く
物
品

税
課
税
物
品
、
揮
発
油
や
石
油
ガ
ス

（
充
て
ん
者
所
持
の
も
の
）
、
ト
ラ

ン
プ
類
が
、
風
水
害
や
火
災
な
ど
に

よ
っ
て
滅
失
、
あ
る
い
は
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
課
税
済
み
の

消
費
税
を
還
付
し
ま
す
か
ら
、
も
し

も
の
際
は
、
す
ぐ
間
税
課
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
（
十
日
町
税
務
署
）
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◇
社
会
教
育
委
員

高
橋
朔
鈴
、
若
井
孝
一
、
飯
田
清
、
小

林
由
弘
（
以
上
学
校
長
）
、
丸
山
操
、

保
坂
次
夫
（
以
上
社
教
団
体
代
表
）
、

○
田
口
一
男
、
和
久
井
精
一
、
渡
辺
愛

子
、
金
山
良
晃
（
以
上
学
識
経
験
者
）

◇
公
民
舘
運
営
審
議
会
委
員

後
藤
芳
、
桑
原
秀
夫
（
以
上
学
校
長
）

岡
島
利
治
、
清
水
京
平
、
富
井
タ
キ
、

（
以
上
社
教
団
体
代
表
）
、
田
甲
与
三

郎
、
野
沢
秀
保
、
○
太
田
長
栄
、
須
藤

茂
一
、
藤
本
秀
雄
（
以
上
、
学
識
経
験

者
）
。
い
ず
れ
も
敬
称
略
、
O
印
は
委

員
長
。

1《らし釧

⑱
携
白
さ
え

　
　
痛
し
よ
う
に

日
ざ
し
が
強
く
な

り
、
時
に
は
谷
川

で
つ
り
を
す
る
人

を
見
か
け
な
が
ら

思
わ
ず
〃
夏
だ
な
あ
〃
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら

九
月
ま
で
、
気
象
の
上
で
い
う
夏

と
い
う
時
節
で
す
。

㊥
叶
緬
敷
弊
貌
晶

季
で
い
ち
ぱ
ん
気
に
な
る
の
は
台

所
や
ふ
ろ
場
、
そ
れ
に
ト
イ
レ
の

悪
臭
で
し
ょ
う
。
風
通
し
を
よ
く

し
、
脱
臭
剤
を
使
う
の
が
な
に
よ

り
で
す
が
、
木
や
草
の
葉
を
こ
ま

か
に
刻
ん
で
さ
ら
に
の
せ
た
り
、

ト
イ
レ
な
ら
葉
の
つ
い
た
枝
の
ま

ま
花
び
ん
に
さ
し
て
お
く
と
、
葉

緑
素
が
空
気
甲
の
酸
素
に
ふ
れ
て

脱
臭
作
用
を
し
、
案
外
臭
味
は
ふ

せ
げ
る
と
い
い
ま
す
。

⑲
寒
講
融
護
跳
獲
蜥

活
と
テ
レ
ビ
に
関
す
る
調
査
」
に

よ
る
と
、
テ
レ
ビ
を
見
る
態
度
と

し
て
、
高
学
年
ほ
ど
時
間
は
な
が

い
が
自
分
で
統
制
し
、
計
画
的
に

見
る
が
、
低
学
年
で
は
・
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
強
勉
し
、
・
お
も
し

ろ
く
な
く
て
も
何
時
間
も
見
つ
づ

け
、
　
・
い
や
な
こ
と
は
テ
レ
ビ
の

あ
と
で
等
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

㊥
酷
繹
請
顯

い
で
あ
ろ
う
み
な
さ
ん
の
家
庭
、

い
っ
そ
、
こ
の
日
は
オ
ヤ
ジ
が
サ

ー
ビ
ス
す
る
日
に
し
て
み
た
ら
。
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形

杉
　
卿

吻猛
、
撚

纒
徽．

”
　
こ
ど
も
の
水
の
事
故

が
年
々
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
こ
と
し
も
っ
い

こ
の
あ
い
だ
十
日
町
市

で
水
死
事
故
が
発
生
し

て
お
り
、
ほ
ん
と
う
に

い
た
わ
し
い
か
ぎ
り
で

す
。
五
月
二
十
日
現
在

県
下
で
二
十
四
人
も
の

こ
ど
も
が
死
亡
し
て
い

て
、
こ
れ
は
昨
年
の
同

期
よ
り
五
人
も
多
い
数

字
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
月
か
ら
八
月
甲
は

と
く
に
要
注
意
の
シ
：

ズ
ン
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
就
学
前
の

幼
児
を
は
じ
め
、
か
わ

い
い
生
命
を
守
る
た
め

に
、
徹
底
し
て
次
の
点

に
気
を
配
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

幼
児
の

　
　
保
護
監
督

＠
用
水
だ
め
や
池
に
は
、
柵
を
設
置

　
す
る
か
金
網
を
か
け
る
よ
う
に
す
る

の
川
や
用
水
堀
の
危
険
な
場
所
に
も

　
柵
や
注
意
標
識
を
設
置
す
る
よ
う
に

ω
　
家
庭
内
の
浴
槽
、
洗
た
く
機
、
水

　
が
め
な
ど
に
は
、
常
に
ふ
た
を
し
て

　
お
く
。

愛
の
と
も
し
び
街
灯

寄
贈
運
動
に
ご
協
力

ね
が
い
ま
す

　
東
北
電
力
㈱
＋
日
町
営
業
所
の
給
電

管
内
市
町
村
で
、
た
だ
い
ま
、
愛
の
と

も
し
ぴ
寄
贈
運
動
と
い
う
の
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
隣
の
十
日
町
市
で
は
こ
の
運

動
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。
川
西
町
で
も
、
乙
と
し
は
住
民
各

位
の
ご
協
力
を
得
て
、
町
甲
に
愛
の
と

も
し
ぴ
を
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、
運

動
を
積
極
的
に
推
し
進
め
ま
す
。

世
帯
当
た
り

　
　
百
円
が
目
標

　
運
動
の
目
標
は
、
防
犯
、
交
通
安
全

を
目
的
に
、
町
内
の
要
所
に
二
十
ワ
ッ

ト
螢
光
灯
を
取
り
付
け
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
中
に
、
世
帯
当
た
り
百
円

以
上
の
寄
付
と
、
さ
ら
に
、
篤
志
家
の

大
口
寄
付
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
寄
付
金
は
運
動
推
進
委
員
会
（
東
北

電
力
内
に
事
務
局
設
置
）
に
送
金
し
、

螢
光
灯
の
あ
っ
せ
ん
と
取
り
付
け
を
委

任
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
甲
に
限
り
、
螢
光
灯
一
基

四
千
円
の
も
の
を
三
千
円
に
、
取
付
料

二
千
円
を
千
五
百
円
に
、
合
計
四
千
五

百
円
で
一
基
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
近
日
甲
に
、
愛
の
と
も
し
ぴ
寄
贈
ご

芳
志
袋
を
嘱
託
員
を
通
じ
て
お
配
り
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
が

　
　
〃
ひ
き
逃
げ
〃
を

　
　
　
目
撃
し
た
と
き

　
ひ
き
逃
げ
と
か
あ
て
逃
げ
事
故
の
検

挙
に
は
、
目
撃
者
の
情
報
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
が
ひ
き

逃
げ
事
故
を
目
撃
し
た
ら
、
次
の
順
序

で
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い

L
車
の
型

　
・
ト
ラ
ッ
ク
か
　
・
乗
用
車
か

　
・
ラ
イ
ト
バ
ン
か

a
車
の
色

　
　
「
ピ
ー
ス
（
た
ば
こ
）
の
箱
の
色

　
と
同
じ
濃
い
あ
い
色
」
と
い
う
よ
う

　
に
、
比
較
さ
れ
る
色
で
。

ゑ
　
ナ
ン
バ
ー
（
覚
え
る
コ
ツ
）

　
・
全
部
覚
え
て
い
た
だ
く
に
こ
し
た

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
四

　
つ
の
数
字
の
う
ち
最
初
の
二
つ
を
覚

　
え
て
く
だ
さ
い
（
そ
れ
で
何
十
万
台

　
と
い
う
車
を
、
数
百
台
に
限
定
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

　
・
次
に
ど
こ
の
ナ
ン
バ
ー
か
を
見
て

　
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
赤
い
乗
用

　
車
で
〃
新
。
呂
あ
一
二
～
三
四
〃
な

　
ら
、
　
「
赤
い
乗
用
車
で
新
潟
ナ
ン
バ

　
i
、
最
初
の
番
号
は
一
二
で
す
。
」

　
と
通
報
す
る
わ
け
で
す
。

　
・
ダ
ン
プ
・
カ
ー
な
ら
背
番
号
も
同

　
じ
要
領
で
。

　
・
積
み
荷
や
乗
っ
て
い
た
人
の
状
況

　
も
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
を
、
で
き
た
ら
す
ぐ
メ
モ

　
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
赤
社
員
増
強

運
動
結
果
報
告

　
四
月
に
行
な
つ
た
日
赤
社
員
増
強
運

動
に
際
し
て
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
例
年

以
上
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
世
界
赤

十
字
デ
ー
の
先
月
八
日
、
県
支
部
に
あ

て
て
社
費
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

○
社
員
数
　
　
二
千
四
百
十
四
人

○
社
費
の
総
額
：
：
：

　
　
　
　
　
二
十
六
万
一
千
八
百
円

夜
問
は
捨
て
な
い

　
　
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の

　
　
ご
み
捨
て
場

　
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
ご
み
捨
て
場
を
利

用
さ
れ
る
か
た
に
、
次
の
二
点
を
守
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

O
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
に
は
、
ぜ

　
っ
た
い
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
同
じ
よ
う
な
意
味
か
ら
、
夜
間
に

　
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
夜
は
ど

　
う
し
て
も
い
い
か
げ
ん
な
捨
て
万
に

　
な
る
か
ら
で
す
。

舅
ω
ぴ
篶
鰭
遊

　
　
　
　
　
）に
　
お
年
寄
り
ゃ
年
少

　
者
に
保
護
を
頼
む
場

　
合
に
は
、
幼
児
か
ら

　
目
を
は
な
さ
な
い
よ

　
う
念
入
り
に
注
意
を

　
す
る
。

の
危
険
な
場
所
で
遊

　
ん
で
い
る
幼
児
を
見

　
か
け
た
ら
適
切
な
指
導
を
す
る
と
同

　
時
に
、
保
護
者
に
対
し
て
も
注
意
を

　
呼
ぴ
起
こ
す
よ
う
助
言
す
る
。

危
険
か
所
の

　
　
防
護
処
置

ω
　
ま
ず
、
家
庭
周
辺
の
危
険
か
所
を

　
よ
く
調
べ
る

健
康
管
理
室
の

専
用
電
話

　
　
一
二
八
番
で
す

　
四
月
に
新
発
足
し
、
千
手
診
療
所
内

に
陣
取
っ
て
い
る
町
の
健
康
管
理
室
に

こ
の
ほ
ど
専
用
電
話
が
は
い
り
ま
し
た

　
保
健
衛
生
関
係
の
用
件
、
た
と
え
ぱ

保
健
婦
に
用
が
あ
る
と
か
、
し
尿
処
理

の
こ
と
な
ら
、
千
手
局
〃
二
一
八
番
〃

へ
ど
う
ぞ
。

中
南
米
視
察
か
ら
帰
っ
た

　
　
　
　
塩
辛
の
藤
巻
さ
ん

　
当
年
と
っ
て
七
十
一
歳
の
藤
巻
さ

ん
が
、
九
か
月
前
の
昨
年
九
月
、
ブ

ラ
ジ
ル
視
察
の
旅
に
立
っ
た
い
き
さ

つ
と
か
、
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
町
出
身

者
を
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
は
す
で

に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
。

　
往
復
の
船
路
に
費
や
し
た
期
間
を

入
れ
て
、
七
か
月
余
と
い
う
長
い
旅

を
終
え
た
藤
巻
さ
ん
が
、
横
浜
に
帰

っ
て
き
た
の
は
先
々
月
、
四
月
の
九

日
だ
そ
う
で
す
。

　
六
月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

は
外
務
省
が
主
唱
す
る
海
外
移
住
推

進
旬
間
で
、
十
八
日
の
海
外
移
住
の

日
を
甲
心
に
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
旬
間
を
前
に
し
て
、
旅

の
疲
れ
を
い
や
し
た
藤
巻
さ
ん
が
、

役
場
の
町
長
室
を

訪
れ
ま
し
た
。

さ
し
ず
め
、
海

外
移
住
の
正
し
い

知
識
を
普
及
し
て

日
本
の
若
者
が
進

出
し
て
ゆ
く
こ
と

を
待
ち
望
ん
で
い

る
中
南
米
諸
国
の
た
め
、
海
外
移
住

家
族
会
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ひ
と
つ

広報7忽

手
と
い
っ
た
意
気
ご
み
で
し
た
。

　
移
住
の
万
法
に
は
、
現
地
か
ら
の

呼
ぴ
寄
せ
、
移
住
事
業
団
や
コ
チ
ヤ

産
業
組
合
の
あ
つ
せ
ん
に
よ
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
と

相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
機
関
も
あ
る

の
で
、
藤
巻
さ
ん
自
身
〃
仲
介
の
労

な
ら
喜
ん
で
〃
と
話
し
て
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
に
よ
つ
て

は
、
県
の
係
官
と

い
つ
し
よ
に
、
学

校
あ
た
り
で
ブ
ラ

．
ジ
ル
の
話
し
を
一

席
し
て
み
た
い
と

の
こ
と
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
、
こ
ど
も
の
教

育
の
た
め
な
ら
骨
身
も
金
も
惜
し
ま

な
い
と
い
い
ま
す
。
教
育
の
た
め
に

貯
蓄
す
る
と
い
う
の
が
日
本
人
の
典

型
と
か
、
土
地
や
空
が
変
わ
っ
て
も

心
は
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
現
地
で
〃
日
本
人
は
勤
勉
〃
と
評

判
を
と
る
う
ら
で
は
、
苦
労
だ
っ
て

多
い
は
ず
で
す
。

　
と
く
に
戦
後
の
移
住
者
は
精
神
的

な
も
ろ
さ
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
夢
が

甲
断
し
た
ま
ま
、
あ
ま
り
に
も
貧
し

い
生
活
の
た
め
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ

て
い
る
人
、
自
殺
し
た
人
す
ら
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
新
潟
県
人
で
大
成
功
を

お
さ
め
て
い
る
人
も
多
く
、
健
康
で

精
神
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

裸
一
貫
で
大
を
な
せ
る
魅
力
が
い
っ

ぱ
い
の
ブ
ラ
ジ
ル
。
町
出
身
の
移
住

者
が
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
の
が
な

に
ょ
り
の
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
　
Z
＼
。
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住
宅
建
設
資
金

貸
付
金
を
増
額

　
本
年
度
か
ら
住
宅
建
設
貸
付
金
の
一

部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

農
山
漁
村
住
宅
建
設

資
金

①
貸
付
対
象
面
積
六
七
㎡
未
満

　
　
　
　
（
改
正
前
　
六
〇
㎡
未
満
）

②
貸
付
金
の
限
度
①
の
面
積
に
相

　
当
す
る
部
分
の
建
設
費
の
八
割
（
改

　
正
前
七
割
五
分
）
以
内
で
次
の
額
。

　
木
造
三
〇
～
四
∩
㎡
未
満
四
八
万

〃
四
〇
～
四
八

〃
四
八
～
五
七

〃
五
七
～
六
七

〃
六
七
㎡

〃〃〃

六
〇
万

七
二
万

八
五
万

一
〇
〇
万

　
　
耐
火
構
造
、
不
燃
組
立
構
造
は
別

の
基
準
を
適
用
し
ま
す
。

③
申
込
期
間
五
月
百
か
ら
八
月

　
三
十
一
日
ま
で
各
取
扱
金
融
機
関

　
（
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、

　
労
働
金
庫
な
ど
で
公
庫
業
務
を
取
り

　
扱
っ
て
い
る
所
）
で
受
け
付
け
中
。

住
宅
改
良
資
金

①
対
象
改
良
後
の
住
宅
部
分
の
床

　
面
積
が
三
〇
㎡
以
上
の
建
物
。

②
貸
付
金
の
限
度
　
工
事
費
の
七
割

　
以
内
の
額
で
、
一
〇
万
円
か
ら
四
〇

　
万
円
（
改
正
前
三
五
万
円
）
ま
で
の

　
金
額
。

③
申
込
期
間
等
五
月
＋
二
日
か
ら

　
七
月
十
心
日
ま
で
、
前
と
同
じ
金
融

　
機
関
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

個
人
特
別
貸
付

　
　
　
（
公
共
事
業
等
移
転
者
〉

①
対
象
公
共
事
業
の
た
め
移
転
を

　
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
で
、
主
と
し

’
　
　
　
　
　
　
　

J
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
’

　
田
植
え
、
ほ
ん
と
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
仕
事
の
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
、
ホ
タ
ル
追
う
夜
の
ひ
と
と
き

，
を
読
書
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。
若

妻
会
や
婦
人
学
級
な
ど
で
輪
読
学
習

が
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す

　
お
か
あ
さ
ん
が
た
に
、
ゼ
ヒ
読
ん

で
ほ
し
い
、
そ
ん
な
本
を
ご
紹
介
し

．
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
社
会
教
育
課
）

　
〈
岩
波
新
書
〉

自
分
た
ち
で
命
を
守
っ
た
村

　
菊
地
武
雄
著
、
　
一
五
〇
円

あ
の
人
は
帰
っ
て
釆
な
か
っ
た

　
菊
地
・
大
牟
羅
著
一
五
〇
円

・
母
親
の
た
め
の
人
生
論

私
は
赤
ち
ゃ
ん

私
は
二
歳

　
三
冊
と
も
、
い
ず
れ
も
松
田

　
道
雄
著
各
一
五
〇
円

詩
の
甲
に
め
ざ
め
る
日
本

　
　
　
　
真
壁
　
仁
著
　
一
五
〇
円

　
〈
岩
波
書
店
〉

家
庭
の
教
育
　
全
四
巻
（
教
育
と
は

　
幼
年
期
、
少
年
期
、
青
年
期
）

　
J
　
　
　
J
　
　
　
J
　
’
　
　
　
J
　
　
　
J
　
　
　
J
　
J
　
　
　
’
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β

〈
朝
日
新
聞
社
〉

あ
あ
、
野
麦
峠

　
山
本
茂
実
著
、
四
八
○
円

〈
未
来
社
〉

出
稼
ぎ
と
ハ
タ
織
り

　
玉
井
成
光
著
、
六
五
〇
円
（
町
教
■

　
委
あ
っ
せ
ん
価
五
三
〇
円
）

　
〈
国
土
社
〉

P
T
A
入
門

　
宮
原
誠
一
著
、
三
三
〇
円

　
　
日
本
の
は
じ
け
る
芽

読害案内

　
　
　
　
　
　
合
計
し
て
一
五
二
〇
円

　
星
の
王
子
さ
ま

　
　
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ベ
リ
、
内
藤
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
円
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J
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
J

　
て
土
地
資
金
と
す
る
目
的
の
か
た
。

②
　
申
し
込
み
　
土
木
課
へ
。

仕
事
後
の
　
　
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
大
工
さ
ん

　
　
ふ
る
ま
い
酒
が
車
で
家
庭

と
現
場
を
往
復
す
る
こ
の
ご
ろ
、
仕
事

の
あ
と
の
ふ
る
ま
い
酒
は
事
故
の
も
と

　
職
人
労
務
者
組
合
（
山
家
誠
二
組
合

長
）
で
も
、
車
を
運
転
す
る
前
の
ふ
る

ま
い
酒
は
遠
慮
す
る
と
呼
ぴ
か
け
甲
。

　
国
分
一
太
郎
著
、
二
八
○
円

母
と
子
の
詩
集
（
三
〇
〇
円
）

母
あ
り
て
こ
そ
（
二
八
○
円
）

　
い
ず
れ
も
、
周
郷
　
博
著

　
〈
読
売
新
聞
社
〉

お
か
あ
さ
ん
の
百
年
史

　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
円

　
〈
暮
し
の
手
帳
〉
第
九
六
号

戦
争
甲
の
暮
ら
し
の
記
録
二
八
○
円

〈
文
理
書
院
〉

コ
ス
モ
ス
の
記

　
高
岡
な
お
著
、
四
三
〇
円

〈
野
火
書
房
〉

み
ん
な
の
P
T
A
、
三
五
〇
円

〈
評
論
社
〉

子
ど
も
と
マ
ス
コ
ミ

　
羽
仁
　
進
著
、
二
九
〇
円
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一
》
　
」
露

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に
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坂
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江
美

高
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祐
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高
橋
　
一
能
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江
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二
女

嘉
明
長
女

嘉
右
長
男

健
治
郎
長
女
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甲
仙
田
　
◎
新
郎

室
島
（
◎
新
婦

小
白
倉
◎
新
郎

元
町
（
◎
新
婦

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎
丸
山
隆
山
野
田
か
ら

◎
新
婦
　
丸
山
　
洋
子
　
原
　
田

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

（
◎
新
婦

保
坂
精
一

高
橋
む
つ
子

押
木
健
吉

阿
部
ト
モ

小
海
正
隆

高
橋
代
利
子

高
橋
喜
代
治

小
池
波
留
子

川
崎
清
一

佐
藤
ク
ニ

桐
生
征
之
介

甲甲松高
村込澤橋

　清保タ
右江夫力

矢
久
保
和
子

藤
巻
　
一
弘

戸
田
マ
サ
エ

山
野
田
か
ら
（
◎
新
婦

高
倉
　
　
◎
新
郎

　
　
　
＞
　
（

山
梨
力
ら
◎
新
婦

越
ケ
沢
　
　
◎
新
郎

　
　
　
〉
　
（

岩
　
沢
力
ら
　
◎
新
婦

大
白
倉
　
　
◎
新
郎

伊
友
か
ら
（
◎
新
婦

沖
立

松
之
山
か
ら

元
町

＋
日
町
か
ら

小
根
岸

上
野

東
京
か
ら

坪
山

神
奈
川
か
ら

塩
辛

新
　
町
か
ら

猟友会が獲物のはく製を寄贈　千手地区猟友会のみなさ

んが、千手小学校にキジのはく製を寄贈した話を聞いて、さ
っそく学校にかけつけてみたら、キジだけでなく“ももんが
あ、、もいっしょでした。

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

（（

小
林
康
弘

小
林
サ
ト
シ

　
　
　
戸
田
　
英
四

　
　
　
野
口
松
子

　
　
　
関
谷
和
雄

　
　
　
高
橋
郁
子

　
　
　
星
名
美
信

　
　
　
宮
澤
ッ
ヤ
津

　
　
　
登
坂
尚
志
赤

　
　
　
小
林
美
江
子
新

　
　
　
中
條
　
誠
大

　
　
　
市
川
愛
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

太
田
幸
吉

入
田
キ
ョ
エ

片
桐
セ
ン

数
藤
壮
平

上
村
ミ
ト
メ

北
堀
覧
治

田
　
甲

学
校
町

小
白
倉

甲
屋
敷

上
　
野

小
白
倉

甲
仙
田

中
仙
田
か
ら

仁
田

長
岡
か
ら

松
代
町

伊
友
か
ら

学
校
町南

か
ら

谷潟
か
ら

倉

甲
屋
敷
か
ら

七七八八二六
六五二五八七

＼
グ
か
セ
レ

雄
太
講
風
選

　
　
　
　
　
上
野
富
井
　
貞
生

本
堂
の
屋
根
の
高
さ
の
朴
若
葉

棒
立
て
て
あ
る
筍
は
掘
る
し
る
し

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
正
志

移
植
苗
ぢ
っ
く
り
育
ち
梅
雨
を
ま
つ

　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

短
歌

　
　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

日
の
光
り
雲
を
破
り
て
燦
然
と
今
朝
の

雑
木
の
露
に
光
れ
る

十
年
の
病
を
癒
え
て
復
帰
す
る
土
の
香

り
に
遠
き
思
い
出

前
刀
れ
る
程
澄
み
た
る
水
は
朝
ま
だ
き
田

植
の
我
の
指
の
か
じ
か
む

サ
イ
レ
ン
の
音
高
ら
か
に
昼
を
告
ぐ
春

耕
は
今
騒
昔
の
渦




